




































































小　麦 846．8 1％ 71％ 10％ 936．6 1％ 65％ 10％
米 399．0 1％ 71％ 50％ 532．0 1％ 65％ 50％












































































































1995 64 6 12 23 2040 165 526 1163 一1976
20001378 296 1048 19 315 25 0．3 92 ＋1063
2001876 187 600 71 344 29 4．0 74 ＋532
20021482 199 1168 98 285 24 0．8 63 ＋1197
20032200 262 1639 251 209 26 0．1 45 ＋1992
2004480 91 232 108 975 77 0．3 726 一496









































































































1995年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年
生産量 1，350 1，541 1，541 1，651 1，539 1，805
輸　　出 38 21 26 31 30 35






















































































国際価格 国内価格 ＊価格差％ 国際価格 国内価格 ＊価格差％
2001 0．89 1．11 24．7 0．74 1．13 52．7
2002 1．08 1．06 一1．8 0．82 1．02 24．4
2003 1．18 1．13 一4．2 0．89 1．10 23．6
年次
米 大　　豆
国際価格 国内価格 ＊価格差％ 国際価格 国内価格 ＊価格差％
2001 1．27 1．54 21．3 1．50 2．07 38．0
2002 1．46 1．48 1．4 1．67 2．11 26．3










































































1998 5123045625198711097313295 2001 1515 3604
1999 5083945304198491138812809 1894 1425 3641
2000 462184052218791 9964 10600 1168 2010 1541 3685
2001 452643964817758 9387 11409 1094 2053 1541 3563
2002 4570639799174549029 12131 1185 2241 1651 3666
2003 430703743716066 8649 11583 1539 3513
2004 469454070018100 9100 12600 1805
出典　中国農業部「農業及農村基本情況」http〃㎜．　agri．gov．　cn
　　2004年の数字は「国内糧食市場2004年回顧及2005年展望」『糧油市場報』
　　2004年12月28日による。
　1）食糧価格の変動：通常は食糧減産による供給不足の場合，食糧価格が上昇するのであるがしかし，
減産した5年間に食糧価格は低迷し続けており，農家食糧平均販売価格（米，小麦，トウモロコシの平
均）は，1995年の1．50元／キロから2000年に1．00元／キロを破り，2002年にはさらにO．・96元／キロ
に下落した。そして2003年のさらなる減産とほぼ完了した在庫処理によって価格は2003年9月からよ
うやく低迷から脱出しはじめ，2003年の農家食糧平均販売価格は1．13元／キロとなり，2002年より15％
増となった。そして2004年には価格は1．50元／キロに上昇したとはいえ，それは1995年，1996年の価
格水準に戻っただけで，ここ10年間食糧価格は終始低いレベルで推移しているといえよう。
　価格の低迷は農家収益を圧迫し，食糧の単位面積当たりの農家純収益（物的投入を除いた生産額）は
1995年以降急速に低下した。1995年では1ヘクタール当たりの純収益は5，700元であったが，2000年に
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は2，900元にと約半減した。農家はその結果を受けて，生産量を減少させた。それは市場に対する当然
な反応である。したがって，減産は，生産する能力がないわけではなく，生産能力があっても生産意欲
がない結果なのである。また，政府も生産過剰を是正するために，退耕還草（牧畜地域で一部耕地に変
えた草原を再び草原に戻す），退耕還林（耕地に変えた傾斜地を林地に戻す）などの政策を実施し，その
減産に拍車をかけたのである。
　2）輸出入の動向：供給能力が不足であれば，輸入増加と輸出減少が起こるはずであるが，食糧減産し
たその5年間，中国は大量の食糧輸出を行い，輸入が縮小し、常に純輸出国となっていた。
　上述の理由から，過去5年間の食糧減産は市場需給に見合った正常な生産調整であったと考えられる。
　2003年にこうした生産調整がほぼ完了し，市場価格の上昇とともに2004年度の食糧生産量は4億6，
945万トンと前年度より9％の増産となった。今後いかにして農家の生産意欲を刺激し，食糧増産につな
げるかが大きな課題となるであろう。
　2．食糧生産の促進策
　中国政府は土地ごとの年間総生産量に基づき8．4％の農業税を徴収してきた。食糧生産農家の税金負担
を軽減し，食糧生産収益を高め，農民の生産意欲を維持するために，中国政府は2004年からの5年間で
農業税を廃止する政策を打ち出した。その他に，直接に食糧生産農家に合計120億元余りの補助金を，
13の食糧主産省において水稲，小麦，トウモロコシ及び大豆の優良品種を使用する農家に合計10億元余
りの助成金を，60の食糧主産県において大型農機具を購入する農家に補助金として合計4，000万元を給
付した。また、化学肥料の価格安定を図るために化学肥料メーカに補助金10億元を供与した。さらに食
糧の優良化・産業化プロジェクトに30億元の資金を調達した。このように中国政府は2004年に農業支
援，農家援助，食糧生産奨励という方針を全面的強力に推進した［7。
　国家統計局が中国31省に住む6万8，000戸の農村家庭を対象に実施した調査によると，2004年の農家
1人当たりの純収入は2，936元に達し（物価変動の影響を除く），前年より314元（12．・0％）増となった。
そのうち，農業純収入の増加率は20％で，国家補助金等を含む移転収入の増加率は19．3％と，出稼ぎ収
入増加率の14．9％よりも高く，政府のバックアップは農家の増収に大きく寄与したのである亘8。
　2005年に入ってからは農業税の全額免除を実施する省は22になり，政府の5年以内農業税廃止計画は
大幅に繰り上げて実現する見込みである19。
　また，90年代から注目されてきた農民負担の過重問題も，2004年に顕著な進展が見られ，農家1人当
たりに徴収される税金・雑費は2003年の68元から38元に44．3％も減少し，それら負担額の純収入に占
める割合は2003年度の2．6％から1．3％に縮小した2°。
　総じていえば，中国の2005年の1人当たりGDPは1400ドルに達し，農業と非農業は生産高べ一スで
17驫?яO掲文。
18痩ﾆ統計局「2004年我国農民人均純収入実現較快増長」㎜．agri．gov．　cn　2005年2月5日。
19渠@江「中国農業進入無税時代」『瞭望』www．　agri．　gov．　cn　2005年2月3日。
2°?綜ﾐ会科学院農村発展研究所、国家統計局　前掲文。
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見る比率は14：86であり，就業者数ベースでは50：50となり，都市化率は40％に到達する2tと予測され
ている。これらの指標から中国は現在工業化の中期段階22に入ったと判断できる。それゆえ，2005年から
中央政府をはじめ各地方政府も「以工促農，以城帯郷，反哺農業，回報農民」（工業をもって農業を促進
し，都市をもって農村を向上させ，農業に恩返しし，農民に報いる）というスローガンを掲げている。
2004年度の中国政府の財政収入は2兆6，000億元であり，先進国のように農業を全面的にバックアップ
することができないが，農業，農民から財源を吸い上げることを止め，徐々に支持を強めていくことの
できる段階に入ってきている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おう　らくへい）
21?藻_業部「中国農業信息網」…．agri．　gov。　cn　2005年2月25日。
22工業化中期段階の特徴としては、国民経済の主導産業は農業から非農業部門へ移転し、農業は工業化のために財源を
提供する立場からほかの部門から補助金をもらう立場に変わる。
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